






Creative Commons : 表示 - 非営利 - 改変禁止
http://creativecommons.org/licenses/by-nc-nd/3.0/deed.ja
研
究
会
合
報
告
的
知
識
を
得
ら
れ
る
と
共
に
、
台
北
の
海
外
移
住
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
与
那
国
町
と
国
境
を
越
え
た
生
活
圏
を
構
築
し
よ
う
と
し
て
い
る
花
蓮
を
訪
問
し
情
報
を
得
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
境
域
現
地
調
査
と
し
て
有
意
義
な
も
の
と
な
っ
た
。
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回
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研
究
発
表
「
経
済
危
機
の
ア
ジ
ア
」
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
た
会
社
法
と
経
済
危
機
l
台
湾
・
韓
国
の
会
社
法
を
題
材
に
」
研
究
員
井
上
貴
也
本
報
告
で
は
、
わ
が
国
で
二
O
O
六
年
五
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た
「
会
社
法
」
を
ベ
ー
ス
に
し
て
韓
国
会
社
法
の
改
正
動
向
お
よ
び
台
湾
会
社
法
の
近
時
の
改
正
内
容
を
紹
介
、
検
討
し
た
。
わ
が
国
で
は
、
「
会
社
法
」
を
制
定
し
、
商
法
の
「
会
社
」
に
関
す
る
部
分
、
有
限
会
社
法
、
商
法
特
例
法
と
い
う
コ
一
つ
の
法
律
を
一
本
化
す
る
と
と
も
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
多
様
化
と
い
っ
た
現
在
の
社
会
経
済
情
勢
に
合
う
形
で
抜
本
的
に
整
備
さ
れ
た
。
四
O
四
そ
の
背
景
に
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
名
の
下
に
、
九
O
年
以
降
、
ス
ト
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン
(
自
社
株
購
入
権
)
や
会
社
分
割
な
ど
の
新
制
度
の
導
入
に
と
も
な
い
商
法
の
条
文
の
校
番
号
が
増
え
た
こ
と
、
「
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」
、
敵
対
的
買
収
や
国
境
を
超
え
た
再
編
な
ど
様
変
わ
り
し
た
資
本
市
場
の
環
境
変
化
に
合
わ
せ
、
意
思
決
定
や
再
編
を
加
速
さ
せ
る
仕
組
み
も
求
め
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
資
本
市
場
の
環
境
の
変
化
は
わ
が
国
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
く
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
背
景
と
し
た
会
社
法
改
正
の
波
は
韓
国
で
は
、
ニ
O
O
六
年
に
次
期
会
社
法
改
正
の
た
め
の
改
正
試
案
の
公
表
・
立
法
予
告
が
な
さ
れ
、
ま
た
、
台
湾
で
も
二
O
O
一
年
、
二
O
O
五
年
に
会
社
法
の
大
改
正
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
外
国
資
本
を
引
き
込
む
た
め
ア
ジ
ア
各
国
・
地
域
で
は
コ
ー
ポ
レ
l
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
し
、
企
業
経
営
の
透
明
性
を
高
め
る
た
め
の
法
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
韓
国
に
お
け
る
株
式
会
社
の
経
営
体
制
は
、
所
有
者
が
経
営
者
で
も
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
所
有
者
経
営
体
制
が
と
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
経
営
体
制
の
背
景
に
は
、
企
業
の
歴
史
が
短
く
、
経
営
が
世
襲
さ
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
の
ほ
か
、
社
会
・
文
化
的
要
因
と
政
治
・
経
済
的
要
因
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
財
閥
に
よ
る
会
社
経
営
支
配
に
つ
い
て
は
韓
国
世
論
に
お
い
て
も
反
発
が
起
こ
り
、
会
社
経
営
の
透
明
化
が
叫
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
O
O
六
年
公
表
さ
れ
た
「
韓
国
会
社
法
改
正
試
案
」
、
「
立
法
予
告
」
で
は
会
社
統
治
に
関
す
る
改
正
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
ま
ず
、
執
行
役
員
・
社
外
取
締
役
制
度
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
。
韓
国
で
は
I
M
F
経
済
体
制
以
降
証
券
取
引
法
(
証
券
去
来
法
)
を
改
正
し
、
社
外
取
締
役
選
任
に
関
す
る
規
定
を
新
設
し
た
。
一
定
規
模
(
最
近
事
業
年
度
末
資
産
総
額
が
二
兆
ウ
ォ
ン
)
以
上
の
上
場
会
社
に
関
し
て
は
社
外
取
締
役
三
人
以
上
、
ま
た
は
取
締
役
総
数
の
過
半
数
と
い
う
規
定
を
置
い
た
。
し
か
し
、
取
締
役
会
の
員
数
の
過
半
数
を
社
外
取
締
役
で
選
任
す
る
こ
と
は
企
業
に
と
っ
て
は
負
担
で
あ
り
、
実
務
で
は
、
社
外
取
締
役
の
員
数
を
最
小
化
す
る
た
め
登
記
す
る
取
締
役
の
員
数
を
で
き
る
だ
け
最
少
に
し
、
非
登
記
役
員
を
多
数
運
用
す
る
と
い
う
実
情
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
是
正
す
る
た
め
商
法
の
規
制
を
改
正
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
。
韓
国
の
社
外
取
締
役
の
要
件
は
厳
格
で
あ
り
、
改
正
試
案
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
ば
、
筆
頭
株
主
が
自
然
人
で
あ
る
場
合
、
本
人
・
配
偶
者
お
よ
び
車
系
尊
・
卑
属
が
欠
格
事
由
に
該
当
し
、
執
行
役
・
取
締
役
お
よ
び
監
査
役
の
配
偶
者
お
よ
び
直
系
尊
・
卑
属
も
社
外
取
締
役
に
は
な
れ
な
い
。
わ
が
国
と
異
な
り
血
縁
者
が
社
外
取
締
役
か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味
深
い
。
韓
国
で
は
取
締
役
の
義
務
に
関
し
て
も
議
論
が
活
発
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
会
社
機
会
の
流
用
禁
止
規
定
」
の
導
入
が
試
み
ら
れ
た
。
他
に
も
、
「
取
締
役
の
自
己
取
引
承
認
範
囲
の
拡
大
」
が
議
論
さ
れ
た
。
ま
た
、
取
締
役
会
の
事
前
承
認
を
得
る
べ
き
会
社
・
取
締
役
間
の
取
引
の
対
象
に
つ
い
て
、
現
行
の
「
取
締
役
」
か
ら
「
取
締
役
(
執
行
役
員
を
含
め
る
)
の
直
系
尊
属
・
卑
属
並
び
に
配
偶
者
ま
た
は
彼
ら
の
個
人
会
社
な
ど
」
へ
と
そ
の
範
囲
の
拡
大
検
討
さ
れ
た
。
韓
国
の
商
法
改
正
に
つ
い
て
は
、
二
O
O
八
年
九
月
の
世
界
同
時
不
況
を
契
機
と
し
て
、
改
正
議
論
が
進
ま
な
く
な
っ
た
。
台
湾
に
お
い
て
は
、
公
営
事
業
が
台
湾
経
済
発
展
の
歴
史
と
民
生
消
費
に
お
い
て
重
要
な
段
階
的
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
が
、
経
営
の
効
率
性
と
柔
軟
性
の
側
面
か
ら
み
れ
ば
、
公
営
事
業
の
真
の
民
営
化
が
台
湾
の
経
済
発
展
の
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る。
台
湾
に
お
け
る
、
取
締
役
の
注
意
義
務
・
監
督
義
務
、
証
券
取
引
法
に
よ
り
新
た
に
設
け
ら
れ
た
独
立
取
締
役
(
独
立
董
事
)
、
会
計
検
査
委
員
会
(
審
計
委
員
会
)
制
度
、
研
究
会
合
報
告
お
よ
び
取
締
役
の
資
格
制
限
に
つ
い
て
議
論
が
行
な
わ
れ
た
。
台
湾
に
お
け
る
企
業
統
治
の
問
題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
法
人
株
主
の
代
表
人
に
よ
る
取
締
役
・
監
査
役
の
選
任
が
挙
げ
ら
れ
る
(
会
社
法
二
七
条
)
。
①
政
府
ま
た
は
法
人
が
株
主
で
あ
る
と
き
は
、
取
締
役
・
監
査
役
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
自
然
人
を
指
定
し
、
そ
の
職
務
行
使
を
代
表
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
政
府
ま
た
は
法
人
が
株
主
で
あ
る
と
き
も
ま
た
そ
の
代
表
者
が
取
締
役
・
監
査
役
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
代
表
者
が
数
人
あ
る
と
き
は
、
各
別
に
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
③
前
二
項
の
代
表
者
は
、
そ
の
職
務
関
係
に
基
づ
き
当
初
の
任
期
の
範
囲
内
で
随
時
人
員
を
交
代
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
規
定
を
使
っ
て
、
多
く
の
株
式
公
開
企
業
の
支
配
株
主
は
、
法
人
株
主
代
表
人
制
度
を
利
用
し
て
間
接
的
か
っ
実
効
的
に
、
上
場
・
庖
頭
公
開
企
業
の
取
締
役
会
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
取
締
役
が
損
害
賠
償
等
を
問
わ
れ
た
と
き
に
は
、
責
任
負
担
の
範
囲
を
小
規
模
な
投
資
会
社
に
と
ど
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、
支
配
株
主
に
責
任
が
波
及
す
る
こ
と
を
食
い
止
め
る
こ
と
も
可
能
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
ア
ジ
ア
地
域
の
会
社
法
を
考
察
す
る
と
、
表
面
的
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
採
り
入
れ
な
が
ら
、
本
質
的
に
は
財
閥
経
営
や
同
族
経
営
が
行
な
わ
れ
て
い
る
実
態
を
理
解
で
き
た
。
今
後
の
研
究
に
お
い
て
は
、
財
閥
、
同
族
に
よ
る
会
社
経
営
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
を
ど
の
よ
う
に
折
り
合
い
を
付
け
て
ゆ
く
か
が
課
題
で
あ
る
と
と
も
に
、
従
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
代
わ
る
新
た
な
価
値
基
準
の
登
場
に
よ
り
ア
ジ
ア
会
社
法
の
枠
組
み
が
作
れ
る
か
否
か
検
討
す
る
。
四
O
五
研
究
会
合
報
告
第
二
ス
テ
ー
ジ
院
生
研
究
員
に
よ
る
自
由
題
発
表
「
唐
末
『
牛
李
』
両
派
の
婚
姻
関
係
|
党
争
解
明
の
手
が
か
り
と
し
て
1
」
院
生
研
究
員
竹
内
洋
介
「
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
権
威
主
義
体
制
の
崩
壊
と
情
報
公
開
シ
ス
テ
ム
の
形
成
l
韓
国
・
台
湾
・
タ
イ
を
事
例
に
|
」
院
生
研
究
員
山
形
勝
義
「
中
国
・
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
に
お
け
る
『
生
態
移
民
』
政
策
実
施
に
関
す
る
一
考
寂
メ'J、
L___ 
院
生
研
究
員
ア
ル
タ
ン
ボ
リ
グ
第
三
ス
テ
ー
ジ
研
究
班
等
成
果
発
表
「
城
陸
朱
里
大
王
玉
譜
古
銭
に
つ
い
て
l
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
民
俗
信
仰
の
一
考
察
i
」
(
研
究
班
「
中
華
世
界
の
拡
大
と
再
生
」
研
究
代
表
者
一
谷
口
一
房
男
)
客
員
研
究
員
高
津
「
ア
ジ
ア
地
域
の
教
育
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
立
場
か
ら
」
四
O
八
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
長
「
延
安
で
の
学
術
会
議
報
告
」
(
科
研
費
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
中
国
移
民
新
村
政
策
の
研
究
」
研
究
代
表
者
一
都
研
究
員
「
山
西
省
予
備
調
査
報
告
」
(
同
右
)
客
員
研
究
員
平
成
ニ
一
年
度
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
比
嘉
佑
典
仁
平
)
都
平
飯
塚
勝
重
ス
、
財
産
、
公
益
1
ア
ジ
ア
諸
国
に
お
け
る
法
的
視
点
か
ら
」
}
{
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
[
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
I
]
「
ビ
ジ
ネ
日
時
二
O
O
九
年
八
月
五
日
A、
Z王
場
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
立
デ
イ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
プ
レ
プ
ラ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
会
議
室
、王
催
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
デ
ィ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
基
調
講
演
ス
ア
ラ
・
ム
ル
デ
カ
紙
代
表
取
締
役
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
実
業
界
に
お
け
る
家
族
企
業
経
営
の
現
状
|
個
人
的
な
経
験
か
ら
l
」
ブ
デ
ィ
・
サ
ン
ト
ソ
茂
「
台
湾
に
お
け
る
家
族
の
紐
帯
同
族
ビ
ジ
ネ
ス
の
展
開
l
」
研
究
員
後
藤
武
秀
「
東
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
会
社
法
」
研
究
員
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
商
取
引
契
約
に
関
わ
る
法
規
定
」
デ
イ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
法
学
部
教
員
井
上
貴
也
エ
テ
ィ
・
ス
シ
ロ
ワ
テ
イ
【
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
[
日
本
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
E
]
「
文
化
変
容
の
な
か
の
習
俗
と
伝
統
芸
能
l
ア
ジ
ア
諸
国
の
研
究
|
」
】
日
時
二
O
O九
年
八
月
六
日
メ』
Z耳
デ
イ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
プ
レ
プ
ラ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
ホ
l
ル
場
第
I
セ
ッ
シ
ョ
ン
① 
「
韓
国
の
村
と
祭
り
の
変
化
」
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
韓
国
地
域
リ
ー
ダ
ー
松
本
誠
② 
研
究
員
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
伝
統
ス
ポ
ー
ツ
「
チ
ン
ロ
ン
」
の
文
化
変
容
」
研
究
員
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
-
ミ
ャ
ン
マ
ー
地
域
リ
ー
ダ
ー
石
井
隆
憲
③ 
「
タ
イ
の
水
か
け
祭
り
(
ソ
ン
ク
ラ
l
ン
)
と
日
本
の
「
雑
巾
が
け
」
文
化
の
変
容
|
人
間
精
神
に
と
っ
て
の
「
水
」
の
意
義
を
ア
ジ
ア
的
視
座
で
考
え
る
l
」
マ
レ
ー
シ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
地
域
リ
ー
ダ
ー
客
員
研
究
員
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
井
上
星
児
研
究
会
合
報
告
第
E
セ
ッ
シ
ョ
ン
① 
「
高
尚
な
伝
統
的
ワ
ヤ
ン
か
ら
派
手
で
視
覚
的
な
ワ
ヤ
ン
へ
i
文
化
変
容
の
中
の
ス
ラ
カ
ル
タ
様
式
影
絵
芝
居
|
」
デ
イ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
文
学
部
講
師
ダ
ナ
ン
・
レ
ス
パ
テ
ィ
・
プ
グ
l
② 
「
ジ
ャ
ワ
伝
統
舞
踊
に
お
け
る
グ
ラ
デ
ン
(
稽
古
)
」
ソ
ロ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
芸
術
大
学
教
授
ス
リ
・
ロ
ハ
ナ
・
ウ
イ
デ
イ
ア
ス
ト
テ
イ
ニ
ン
グ
ル
ム
【
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
マ
レ
l
世
界
に
お
け
る
イ
ス
ラ
I
ム
教
育
の
発
展
」
】
日
時
二
O
O九
年
八
月
六
日
A ;z:; 
デ
イ
ポ
ネ
ゴ
ロ
大
学
プ
レ
プ
ラ
ン
・
キ
ャ
ン
パ
ス
人
文
学
部
会
議
室
場
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
① 
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
改
革
」
ジ
ヨ
グ
ジ
ャ
カ
ル
タ
国
立
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
教
育
学
部
長
ス
ト
リ
ス
ノ
② 
「
マ
レ
l
に
お
け
る
イ
ス
ラ
I
ム
教
育
の
変
革
|
シ
ェ
・
シ
ャ
イ
フ
・
ア
フ
マ
ド
・
ア
ル
ハ
デ
イ
(
一
八
六
七
l
一
九
三
四
)
を
通
し
て
」
マ
レ
ー
シ
ア
国
際
イ
ス
ラ
l
ム
大
学
教
授
ロ
ス
ナ
ニ
・
ハ
シ
ム
③ 
「
女
子
イ
ス
ラ
1
ム
学
校
へ
の
保
健
・
体
育
学
の
導
入
l
デ
イ
ニ
ア
・
プ
ト
リ
創
設
者
ラ
フ
マ
・
エ
ル
・
ユ
ヌ
シ
ア
l
の
足
跡
か
ら
」
客
員
研
究
員
服
部
美
奈
四
O
九
④ 
研
究
会
合
報
告
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
イ
ス
ラ
l
ム
教
育
の
制
度
化
と
プ
サ
ン
ト
レ
ン
の
貢
献
ジ
ャ
ワ
に
お
け
る
二
人
の
ム
ス
リ
ム
知
識
人
に
焦
点
を
あ
て
て
」
ア
ジ
ア
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
-
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
地
域
リ
ー
ダ
ー
客
員
研
究
員
西
野
節
男
{
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
(
旧
東
洋
大
学
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
文
化
研
究
所
)
創
立
五
O
周
年
記
念
行
事
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
農
村
社
会
の
変
容
j
環
境
・
格
差
・
貧
困
j
」】
日A、A 
基
調
報
告
I
基
調
報
告
E
基
調
報
告
皿
基
調
報
告
W
時
二
O
O
九
年
一
O
月
一
七
日
一
三
時
1
一
七
時
三
O
分
場
東
洋
大
学
白
山
校
舎
ス
カ
イ
ホ
l
ル
「
中
国
経
済
発
展
に
お
け
る
貧
困
と
所
得
格
差
」
中
国
人
民
大
学
経
済
学
院
教
授
関
「
祖
先
祭
記
の
変
化
と
正
体
性
の
持
続
に
関
す
る
研
究
安
東
地
域
の
宗
家
を
中
心
に
」
国
立
韓
国
国
学
振
興
院
韓
国
儒
教
文
化
博
物
館
展
示
企
画
室
長
人
耳Z
美
築
「
南
イ
ン
ド
に
お
け
る
貧
困
・
不
平
等
i
ヴ
ア
デ
イ
パ
ッ
テ
ィ
村
の
事
例
(
人
類
学
的
視
点
か
ら
)
|
」
南
山
大
学
人
文
学
部
人
類
文
化
学
科
専
任
講
師
ア
ン
ト
ニ
サ
1
ミ
・
サ
ガ
ヤ
ラ
l
ジ
「
戦
後
日
本
の
地
域
産
業
振
興
!
中
央
の
政
策
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
立
ち
上
る
地
方
|
」
四
。
研
究
員
佐
藤
俊
【
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
・
講
演
会
「
タ
ミ
ル
社
会
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
と
カ
l
ス
ト
ー
パ
ヴ
ァ
ヌ
I
ル
村
の
事
例
i
」】
日A A 
時
二
O
O
九
年
一
O
月
一
九
日
ス
カ
イ
ホ
l
ル
南
山
大
学
人
文
学
部
人
類
文
化
学
科
専
任
講
師
ア
ン
ト
ニ
サ
1
ミ
・
サ
ガ
ヤ
ラ
l
ジ
権
察
」
}
{
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
講
演
会
「
国
際
結
婚
女
性
の
適
応
様
相
に
つ
い
て
の
考
日A、Z三玉
場
東
洋
大
学
白
山
校
舎
時
二
O
O
九
年
一
O
月
一
九
日
場
東
洋
大
学
白
山
校
舎
五
三
O
二
教
室
国
立
韓
国
国
学
振
興
院
韓
国
儒
教
文
化
博
物
館
展
示
企
画
室
長
金
美
築
共
催
白
山
人
類
学
研
究
会
【
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
ア
ジ
ア
文
化
圏
に
お
け
る
経
浩
法
制
の
諸
相
l
台
湾
会
社
法
の
現
状
と
課
題
l
」】
日
時
二
O
O九
年
一
一
月
七
日
A、
A 
場
東
洋
大
学
・
臼
山
校
舎
五
一
O
二
教
室
国
立
台
湾
大
学
法
律
学
院
助
理
教
授
察
英
欣
【
研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
国
際
セ
ミ
ナ
ー
「
中
国
に
お
け
る
過
剰
労
働
と
「
農
民
工
』
ル
イ
ス
の
転
換
点
を
超
え
た
か
?
」
}
日
時
二
O
O九
年
一
一
月
二
八
日
A、
A 
場
東
洋
大
学
白
山
校
舎
五
二
O
一
教
室
報
告
①
「
中
国
労
働
市
場
の
構
造
と
変
貌
・
・
と
く
に
転
換
点
理
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て」
中
国
人
民
大
学
経
済
学
院
教
授
関
権
報
告
②
「
農
民
工
の
就
業
と
権
利
保
障
j
珠
江
デ
ル
タ
農
民
工
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
基
づ
く
1
」
桃
山
学
院
大
学
経
済
学
部
教
授
厳
善
平
研
究
会
合
報
告
四
